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新年あけましておめでとうございます！ 

全校生徒の皆さん、あけましておめでとうございます。本年もどうぞよろしくお願いいたします。 

2026 年（令和 8 年）、干支は午年（うま）です。馬は、古くから力強さや俊敏さの象徴とされ、行動力や前進

を意味する縁起の良い動物と考えられています。勢いよく駆ける馬の姿は「飛躍」や「発展」を連想させ、新し

い挑戦や目標に向かって進む年になると言われています。また、「午」を「うまく」にかけて、「物事がうまく進

む」年とも言われます。 

2025 年、本当に洛北中のみんなが頑張っていた一年だったと思いますが、個々にはさらに伸ばしたい力があ

るはずです。新たな年を迎え、次の 3 点をぜひ心に留めてください。「継続することの大切さ」「協力することの

重要性」「新たな挑戦を恐れないこと」の 3 つです。たとえ小さな一歩でも、毎日の積み重ねが大きな成果につ

ながります。困った時には仲間を頼り、互いに支え合いながら前進すること、チームワークの力は偉大です。そ

して、新しいことに挑戦する勇気を持ち、常に自分を成長させ続けてください。君たちには無限の可能性が広が

っています。2026 年は、飛躍と成長の一年にしてもらえたらと思います。今年も頑張っていきましょう！ 

12 月は人権月間、人権学習を行いました。 

本校では毎年、人権月間である 12 月に人権学習を行っています。今年度

は、早い学年は 11 月末より人権学習に取り組みました。 

国では、12 月 4 日から 12 月 10 日までを「人権週間」としています。な

ぜ 12 月のこの時期が「人権週間」なのかということについて触れておきた

いと思います。それは、国際的に 12 月 10 日が「人権デー」になっているこ

とと関係があります。1948 年 12 月 10 日の国連総会の場で、「世界人権宣

言」が採択されました。「世界人権宣言」は、基本的人権尊重の原則を定め

たものであり、初めて人権の保障を国際的にうたった画期的なものでした。「世界人権宣言」では、「すべての人

間は、生まれながらにして自由であり、かつ尊厳と権利について平等である」としています。20 世紀中に２度の

世界大戦が起こりました。本当に悲しいことです。この反省を無駄にせず、全人類の幸せが実現する時代にした

い、そんな願いを込めて、21 世紀を「人権の世紀」としています。残念ながら 2025 年も、戦争に関係する報道

をはじめ、いじめ、インターネットを介した人権侵害など、さまざまな人権課題がまだまだ存在していることを

実感してしまいます。「誰か」のことではなく、「自分ごと」として考え、人と「協力」をし、「尊重」し合える、

「高め合える」、そんな洛北中学校にしていきましょう！  

小中交流会 洛北のＷＡ ～６年生と中学校の出会い～ 

12 月 3 日、洛北中学校区の４つの小学校から６年生の児童を招き、「洛

北のＷＡ」を実施しました。午後１時 40 分の開会式に向けて、各小学校の

児童が続々と来校し、体育館には期待と少しの緊張が漂っていました。 

前半は、生徒会本部役員によるオリエンテーションです。体育館と武道

場に分かれ、アイスブレーキングや洛北中学校クイズで大いに盛り上がり

ました。初めて中学校に足を踏み入れた６年生の緊張をほぐす工夫をして

くれた生徒会役員のみなさん、準備から進行まで本当にありがとうございました。 

後半は体験授業です。６年生は 13 のコースに分かれ、中学校の先生による授業を受けました。他校の友達と

交流したり、みんなの前で発表したり、いつもと違う環境に少し戸惑いながらも、一生懸命学習に取り組む姿が

印象的でした。 

この「洛北のＷＡ」を通して、６年生のみなさんが中学校生活に期待を膨らませ、安心して進学できるように

なることを願っています。在校生の皆さんも、より良い学校づくりに向け、協力してくださいね。今年もよろし

くお願いいたします。 



１年生 華道体験で広がる笑顔と感性  1 月行事予定※12 月年末特別号に掲載したものと同じです。 

 12 月 10 日・11 日の２日間、１年生が華道体

験を行いました。京都市の「日本の伝統文化を学

ぶ取り組み」の一環として、本校では毎年実施し

ています。 

毎年、遠州流の専門の講師の先生をお招きし、

花の扱い方や基本的な生け方を丁寧に教えてい

ただきました。初めての体験に少し緊張していた

みなさんも、花と向き合ううちに自然と笑顔が広

がり、作品づくりに夢中になっていました。季節

の花を使って仕上げた作品は、一人ひとり写真に

撮って記録し、完成した作品と並ぶ姿には誇らし

さと成長が感じられました。 

今回の体験を通じて、礼儀や作法を学ぶだけで

なく、自然の美しさを感じる心を育むことができ

ました。今年も、こうした学びを通してみなさん

の心をもっと豊かに育てていきましょうね。これ

からも、伝統

文化に触れる

機会を大切に

して、一緒に

成長していき

ましょう。 

 

 

左京区生徒会交流会 

12 月 24 日、左京区の中学校区生徒会がオンラ

インで交流会を行いました。各校の生徒会役員は

１・２年生に代替わりしたばかりで、新しい世代

の顔合わせとなりました。 

交流会では、他校の取組を知り、横のつながり

を持つことで、自分たちの活動に自信をもって取

り組むきっかけになります。こうした機会は、こ

れからの生徒会活動にとってとても大切です。 

みなさんには、今回の交流で得たアイデアや刺

激を、ぜひ自校の活動に生かしてほしいと思いま

す。そして、洛北中の生徒会が「みんなの学校を

よりよくする力」になれるよう、仲間と協力しな

がら前向きに挑戦していきましょうね。これからの活躍を心から期待しています。 

 

 


